
 

 

 

 

 

 

 １学期前半が終了しました。明日から夏休みです。昨年は８月１日から１６日のわずか２週間の短

い夏休みでしたが、今年はたっぷり４０日間あります。もちろん、感染防止に十分気をつけながらの

制約のある生活にはなってしまうと思いますが、生徒達には「夏休みになってうれしい」「夏休みを満

喫したい」という純粋な気持ちはずっと持ち続けてほしいと願っています。 

 

【生徒総会】  

 ６月２日（水）、生徒総会をテレビ放送で行いました。生徒会長のあいさつに続いて、議長・副議長

の進行のもと、各専門委員長が今年度の活動計画を説明しました。どの委員長も、堂々とした態度で

発表することができ、また、教室でテレビを見ながら真剣に話を聞く生徒達の態度も立派でした。 

最後に校長から、「コロナ禍の中だからこそ『ピンチはチャンス』と考えて、居心地の良い、楽しい

学校生活にするために、自分達で積極的にアイディアを出したり工夫したりしながら、前向きに取り

組んでほしい」と話をしました。「コロナの年だったからこそ、忘れられない良い思い出ができた」と

振り返れるような学校生活にしてくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

【体育祭】 ～ 『力戦奮闘 魅せろ団結 勝ち取れ栄冠！』 ～ 

 ６月２６日（土）、梅雨の合間の晴天の下、体育祭を実施しました。昨年は感染拡大の影響で中止に

なってしまいましたが、今年は密を避けるために、学年ごとの開催にしました。各学年の持ち時間は

わずか２時間という限られた時間でしたが、どの学年も、学級対抗全員リレーを始めとする団体種目

と学年ごとのそーらん演舞で大いに盛り上がりました。生徒たちの熱い思いがギュッと詰まった中身

の濃い時間でした。最後に実施した３年生のそーらんの時には、１・２年生も一緒に加わって踊りま

した。２年ぶりに戻ってきた全員そろってのそーらんは、やはり圧巻でした。中でも３年生の力強い

掛け声と踊る姿からは、「雀中魂」という伝統を受け継ぐ者としての自覚と誇りが伝わってきて、本当

に頼もしかったです。生徒達には、全力で打ち込んだ１分１秒を、一瞬一瞬の思いを心にしっかりと

刻み込み、中学生活最高の思い出の１つにしてくれることを願っています。そしてこれからも、雀中

生としての自信と誇りをもって、学校生活の様々な場面で活躍してくれることを期待しています。 

生徒の皆さん、たくさんの感動をありがとう！ 
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【部活動激励会】 ～ 歓喜 感動 そして 感謝 ～ 

 ７月７日（水）、運動部の３年生にとっては最後の大会となる宇河地区総合体育大会に向けて、校庭

で激励会を実施しました。生徒会長の稲場大燿くんが激励の言葉を述べた後、各部活動ごとに元気な

パフォーマンスを見せながら、部長が大会に臨む決意と意気込みを力強く宣言しました。各部が工夫

を凝らしてユニークなパフォーマンスを披露すると、大きな拍手や声援が飛び交う、とても心温まる、

そして元気をもらえる激励会でした。最後に、校長の私から「歓喜、感動、感謝」というキーワード

を使って激励の言葉を送りました。 

「まずはコロナ禍の中で、今年は大会ができることに『感謝』しよう。応援し続けてくれた仲間、

後輩、先生方、支えてくれた家族に感謝しよう。そしてどの部も、ひとつでも多くの試合に勝って、

勝利を喜び合い『歓喜』する姿をたくさん見せてほしい。しかし、引退が決まる最後の試合は必ず負

けて終わることになる。（最後まで負けないで終わることができるのは、全国大会で優勝するチームと

選手だけだから）負けたら当然、歓喜することはできないが、負けても手に入るものがある。それが

『感動』だ。最後の瞬間を迎えるまでは、一戦ごとに思いを込めて、勝つことを信じて全力でプレー

する。それができたとき、最後の試合に負けた時にこみ上げてくる思い、それが『感動』だ。その思

いは人によって様々だが、どんな思いで終わるにしろ、最後の瞬間にこみ上げてきた思いを大切にし、

誇りに思ってほしい。」私が好きな言葉に「一番大切な目標は、最高の結果を出すことではない。最高

の感動を手に入れることだ。」という言葉があります。生徒達にもぜひそうあってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一人一台端末 本格的活用へ】 

 宇都宮市の GIGA スクール構想の推進により、今年度から一人一台端末が実現し、授業等で積極的

に活用しています。今後も、効果的な場面で有効に活用することができるよう、学校に新たに配置さ

れた ICT 支援員の協力を得ながら、全校体制で取組を進めてまいります。夏季休業中には、全生徒が

端末を家庭に持ち帰ります。家庭学習で有効に活用できるよう、また適切な使用を心がけるよう、保

護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

３年生の理科の授業で           １年生の総合的な学習の時間で 

                          （中央が ICT 支援員の高橋さん） 

 

 

 

 

そーらんの練習でも chrome book(クロームブック)が活躍しました 

 


